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    名言から学ぶ恋愛観
     



『完全な男を求めるのは、身の程知らず。


　自分に欠点があるように、相手にも欠点がある。


　傷つくことを恐れず、当たって砕けろ。』


　　　　　　　　　　　　　　　　ｂｙ美輪明宏


 



人は「完璧な人」を求めている節がある。男性にも女性にもその中間の人にもだ。


勉強もスポーツも料理も洗濯もでき、身長も高く容姿端麗で性格も良く、家がお金持ちで誰にでも好かれて友達もたくさんいるなどなど・・・


どこに目を向けても完璧としか言えない人をだ。


だがそれはドラマや漫画やアニメの世界でみられる「完璧人間」の想像した架空の人の姿だ。


きっとそのような人はこの現実にもごくわずかに存在しているのであろうが、そのような人は私たちのような一般庶民の周りにいるはずがない。


いたとしてもきっと隠された秘密がその人にはあるはずだ。例えば、かなり歪んだ性癖を持っているなど。


美輪明宏さんがこの言葉に込めた思いとはかけ離れているだろうが、私なりにその名言から読み取ったものは・・・



『人には「完璧な人」は存在せず「不完全な人」の集まりだからこそ、それを補って支え合って生きている』



ということが分かった。


そして、自分にも他人にも長所だけでなく欠点もあるからこそそこに魅かれ合い人は愛や友情を学んでいくのであろうと思った。


友人関係や恋愛、家族や兄弟、職場の人や近所の人など・・・今、人間関係に悩んでいる人たちは、この美輪明宏さんの名言を胸に刻んで


傷つくことを恐れずに話しかけてみてほしい。


もしかしたら、話したことがきっかけでその人との関係が格段によくなるかもしれない！！


一生の友人や恋人になるかもしれない！！


誤解などが溶けて、その先に明るい未来が待っているかもしれない！！


それに、当たって砕けてもいいじゃないか！！


話したことがきっかけで胸のつかえがとれ、自分らしく振る舞えるかもしれない！！


話しかけるその姿を見ていた他の人から声をかけられ、その人と仲良くなるかもしれない！！


・・・あと一歩踏み出す勇気を美輪明宏さんの明言は教えてくれました。


 


この名言を見て何かを感じたそこのキミ！！


今、一歩踏み出そうとしなければきっと後悔してしまうぞ！！


大丈夫！！


自分で思ったことを言葉にするだけだから。


それに、キミはひとりじゃない。


キミには「美輪明宏さん」という偉大な人がついているのだから。
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